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政府方針 「デマンド交通」個人営業を解禁へ

2013 年 8 月 3 日政府は、過疎地を中心に

要望が強い乗り合い型のバスやタクシーの

普及を後押しする。住民予約に応じて運行す

る「デマンド交通」や車イスのまま乗車でき

る「福祉タクシー」の個人資格での営業を認

め、事業者登録も国交省から市町村へ移す方

針です。来年の通常国会への道路運送法の改

正案の提出を目指す。 
自治体は、公共サービスの一環としてデマ

ンド交通の導入を進め、福祉タクシーは、高

齢者や障害者等に幅広く利用されている。 
 

一方、過疎地での路線バスやタクシーの撤

退が相次ぎ、そのような地域での潜在需要は

多いを見解しているようです。 
個人営業解禁にあたり、事業参入は個人や

任意団体への運行を認め、事業者登録の窓口

も国交省の地方運輸局の他、市町村に広げる。 
地元の交通事情や住民のニーズを把握して

いる市町村が主体的に関わり、指導監督する

体制を整備する。運行団体の選定基準や運転

手の免許の種類等は、今後詰めていく方針で

す。（日本経済新聞 8 月 3 日記事より） 

第 13 回北部九州三県合同通院送迎事業研修会が開催
 

7 月 28 日、福岡県、長崎県、佐賀県の北

部九州三県合同通院送迎事業研修会が、福岡

県北九州市小倉にある小倉リーセントホテ

ルで開催されました。本年度は、「通院介護

センター さわやか」が主催となり、10 団

体の送迎事業所が参加しました。 
研修会第 1 部では、東京ハンディキャブ連

絡会の荻野代表より「コーディネーター」に

ついての研修が行われ、改めて「コーディネ

ーター」とは何かについて話し合われました。 
第 2 部では東京ハンディキャブ連絡会の

伊藤事務局長より、「運行管理・車両管理」

についての研修が行われ、プロジェクターを

見ながら確認をいたしました。 
続いて、すずらんの会の伊藤事務局長より、 

「東日本大震災時の送迎について」送迎事業

所の立場から体験談をお話しされました。 
研修会では、貴重な意見交換が行われ、各

事業所ともに協力し、情報交換していくこと

を確認しました。 
  

 
     （記念撮影を行いました） 
 

お昼は、出席者全員で懇談を交えながら、食

事を頂きました。「通院介護センター さわ

やか」の山田理事長、皆様方、大変勉強にな

り貴重なお時間をありがとうございました。 
 

№87 
はーと なび 



第 2回通院介護対策委員会を

開催しました。 

 

 9 月 3 日通院対策委員会を開催しました。

これまで「通院対策委員会」と使用していま

したが、「高齢透析者の通院、入所、在宅治

療」に関わるプロジェクトと一体化に向け、

名称を変更しました。新しい名称は、「通院

介護対策委員会」です。また、11 月に開催

する「通院介護研修会」について話し合いま

した。 
 

討議内容 

（1）名称について 

（2）委員長について 

（3）報告事項 

（4）今年度の具体的な取り組み 

（5）今年度の活動 

（6）活動状況報告（4 月～6 月） 

（7）全腎協の情報発信について 

（8）今後の委員会のスケジュール 

 

具体的な内容について 

（4）今年度の具体的な取り組み 

 ①「特別養護老人ホーム視察」（新潟市） 

 ②「情報発信の強化」 

  ・はーとなびの定期発行 

  ・各送迎実施団体との連携を強化し、 

   情報の共有に努める。 

 ③全腎協が情報収集の主体となり発信 

  ・全腎協から、各県組織と各送迎実施団

体へ情報を発信できる体制、環境に努

める。 

 ④通院介護研修会の開催 

（5）今年度の活動 

「2013 年度通院介護研修会」 

※今回は、各県組織の方向けの研修を検討し

ております。通院介護研修会の詳細につきま

しては、決まり次第、ご案内を申し上げます。 

【2013 年の通院介護対策委員のご紹介】 

・委員長：金子（全腎協） 

・委員長代行：馬場 （新潟県） 

・委員：小泉（兵庫県） 

・委員：池田（富山県） 

・委員：邉見（宮城県） 

・委員：小山 （全腎協） 

～各送迎実施団体の皆様へ～ 

4 月、5 月、6 月の活動状況

報告書につきまして 

 

いつも通院介護支援事業「活動状況報告

書」をご送付いただきありがとうございます。

事務局にとって、活動状況報告は日頃の皆様

の活動や状況、要望を知ることができる大切

な報告書です。 

今回、各事業所でのご意見で１番多かった

「課題・問題点」につきましては、下記の通

りです。 
 

1 位 ボランティアさん不足 

２位 ボランティアさんの高齢化 

3 位 ボランティアさんの応募が来ない 

 

 全腎協では今後、各送迎実施団体との連携

を強化し、通院問題に取り組んで参ります。 

 

 

全腎協ホームページ 

「通院介護支援事業」を更新

しました。 

 

 これまで滞っておりました「通院介護支援

事業」のページを開設しました。 

・「はーとなび」（NO1 より掲載しています。） 

（NO1～NO19 までは「いどばた」という 

題名になっています。NO20 より「はー 

となび」に名称を変更しています。） 

 

【お詫び】 

以前より全腎協ホームページ「通院介護支

援事業」の開設についてお問い合わせがあり

ました。ホームページの掲載が長年に渡り遅

れましたことを深くお詫び申し上げます。 

今後は、速やかに更新をして参ります。 
    
     


